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今から 6 年前の 2002 年、ナショナル ジオグラフィク誌（日本語版）は 21 世紀の挑戦シリー
ズとして「感染症との戦い」「食品の安全性」「世界の水不足」そして最終回に「大都市圏―世
界の繁栄と貧困の現実―」の特集を組んでいる。その最終号では、サンパウロ、ラゴスそして
バンコクといった第三世界の大都市の実態・挑戦を取りあげている。1993 年時点で 557 万人、
さらに 2007 年時点で約 900 万人まで巨大化したバンコク都市圏は、世界順位 29 位である（図
1 参照）。ダグラス Douglass(1995)は東アジアの空間的秩序（東アジア回廊）のなかで、その
バンコクを含め北京／天津、上海などを主要コア都市に、東京とシンガポールを世界都市とし


















































































出所：Brinkoff,t.[2007"Principal Agglomerations of the World"より作成
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手段は 1999 年以前までは主としてバスのみであった。1999 年 12 月 5 日に開通した高架式鉄
道 BTS（Bangkok mass Transit System）は「スカイトレイン」と呼ばれ、国旗と同じ赤・青・
白の車体は大都市バンコクのシンボルにもなっている。 




かつてバンコクの生産性を 1 日 100 万ドルの割合で損失しているといわれていたが、前述した
スカイトレイン（BTS）や、2004年 7月に開通した地下鉄（正式にはMRT：Ｍass Rapid Transit）
がバンコク中心部の交通渋滞を幾分緩和している。まさに地下鉄導入が交通渋滞の切り札に
なった。 





1992 年 8 月に国営企業として設立されていることから察すると、12 年間の歳月をかけて地下
鉄の建設が国家的プロジェクトとして展開されていったことがわかる。 
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写真２ マッカサン鉄道駅付近の高速道路と渋滞する一般道路 
運河の埋め立てによって道路を作り、結果的にはクルマ社会に突入している。（2008.3.19 撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ チャオプラヤー川を南北に航行する水上バス（ルーアドゥアン）と僧侶 
水上バスがバス、ＢＴＳ、地下鉄と同様に公共交通の一つとして市民に利用されている。 
（2008.3.19 撮影） 
